
4.1.E3	 CO2回収・吸収・固定・貯留

4.1.E3.01　工学的CO2回収・貯留技術

領域の定義

火力発電所、製鉄所およびセメント工場などの排ガスあるいは空気中から二酸化炭素（CO2）を分離
回収する技術（Carbon	dioxide	Capture）およびそれに引き続いて行う貯留技術（Storage）を扱う。
特に大気からCO2を回収するDirect	Air	Capture(DAC)の技術は、CO2削減のポテンシャルが高く注
目されている。分離回収から貯留までの一連の工程をCCSと呼ぶ。貯留については地下深部の塩水性
帯水層、枯渇油・ガス田へ	のCO2圧入に加え、生産性が低下した油田へのCO2圧入に伴う石油増進
回収（EOR）のように地下資源を	回収しつつCO2を封入する技術も含める。分離回収したCO2を利
用するCCU（Carbon	Capture	and	Utilization）はE2.03CO2利用にて扱う。

図4.1-E3.01-1　工学的CO2回収・貯留技術領域における論文数の動向①
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図4.1-E3.01-2　工学的CO2回収・貯留技術領域における論文数の動向②
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図4.1-E3.01-3　工学的CO2回収・貯留技術領域における特許ファミリー件数の動向
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4.1.E3.02　自然活用型CO2吸収・固定技術

領域の定義

大気中の二酸化炭素（CO2）を植物の光合成や岩石風化等の自然のプロセスを利用して大規模に吸収・
固定する技術、およびその効果の評価に関する研究開発や技術開発を扱う。具体的には植林・再造林、
森林管理、土壌炭素貯留、バイオ炭、風化促進、炭素鉱物化、ブルーカーボン、海洋アルカリ化など
が含まれる。

図4.1-E3.02-1　自然活用型CO2吸収・固定技術領域における論文数の動向①
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図4.1-E3.02-2　自然活用型CO2吸収・固定技術領域における論文数の動向②
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図4.1-E3.02-3　自然活用型CO2吸収・固定技術領域における特許ファミリー件数の動向

78 CRDS-FY2025-FR-01CRDS 国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター

研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）

研
究
開
発
領
域
別
の
分
析

4




